



【キーワー ド】文法教育 機能文型 教師の発間 実習授業
はじめに
「日本語教育実践研究(6)」では、佐久間まゆみ先生のご指導のもと、早稲 田大学 日本
語教育センターの別科 日本語専修課程の開講科 目であるr日本語文法6A」の参与観察 と、
実際に院生が授業を担当す る実習授業を通 じて、文法教育の実際と方法を体験的に学習す
る。筆者は、4月 か ら14週にわたってr日 本語文法6A」 に参加 し、11週目には、3名
の他 の受講生 とともに 「日本語文法6A」 の1コ マ分の授業(90分間)を担当した。
「日本語教育実践研究(6)」における活動内容やその流れ、「日本語文法6A」 のクラス
については、小林友美 さんの 「2005年度春学期 『日本語実践研究(6)』の授業報告1」 に
詳細な記述があるので、ここでは割愛す る。
本稿では、[1,教材研 究]→[2,授業見学 ノー ト]一→⊂3,教案作成1→[4.実習授業]嚇
[5・授業分析]とい う実践の段階 を通 じ、日本語教育経験の全 くない筆者が、どのようなこ
とに苦心 し、どのよ うなことを学んだかを中心に述べてみたい。
1.教材研究
筆者 が担当したのは、r目本語文法6A」で使用する教科書 『日本語文法61』 の中のr6.
話題」の機能文型37r～を中心{に(して)、/として、/とした1～」である。(以下、r～を
中心に(し て)」と略す。)こ の クラスの学習者は、中・上級 レベルで、既にr～ を中心に





機能文型37では、r～を中心 に(し て)」のr提 題」の機能を取 り上げて、r種々な調査
の結果や事実の中か ら、特に、大切だと思われるある話題だけを取 り上げて、説明 したい
ときの言い方ゴがあることを知 り、その運用力をっけることを目指す。教材研究では、教
案作成 の準備段階として、 自分の担 当する機能文型が他の文法書などで どのように説明 さ
れているかを調査 し、担当文型の知識 を深めた。
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その結果、調べた4種 の文献の うち、3冊 には 「場所」 とr人」の用例 しかな く、残 り
1冊にも、r話題」の用例は練習問題としてあるだけで、r特に大切な話題 を取 り上げる」
とい う機能文型を説明するものはなかった。このことか ら、機能文型37r～を中心 に(し
て)」を指導することの意義 と必要性を感 じた。
2,「授業見学1か ら 「教 案作成」へ
教材研究を続 けながら、第2週 と第3週 のr日 本語文法6A」 の参与観察の後に、r授
業見学 ノー ト」 を作成 した。 「授業見学ノー ト」では、[時間1[展開][学習活動11所見1の各
項 目を時間に沿 ってシー トに記入 した。
続いて、 「教案作成」に移ったが、筆者の教案第1稿 は、r①例文→ ②デー タベー スの
実例→ ③練習 ・問1→ ④練習 ・問2」 とい う学習活動の順番 と、各例文につき1～2の
発問を書き込んだだけの、教案 とはほど遠いものであった。全 くの初心者の筆者には、 日
本語教育の 教師」の視点 を持ち、学習者の解答を予測 して、授業を組み立てることが難
しかったためである。そ こで参考になったのが、佐久間まゆみ編 『日本語教育実践研 究(6)
文法教育実践授業報告2004年度』と、過去2回 σ)「授業見学ノー ト」の添削であった。『文
法教育実践授業報告』は、2004年度の春 ・秋学期 におけるr日 本語教育実践研究(6〉」の
受講生11名 σ)作成 した教案や学期末 レポー トな どが収録 されてお り、教案 作成の手本 と
し・授業展開の工夫 を知ることができた・また、r授業見学 ノー ト』σ)添削には、授業展開
の鍵 となる多くの手がかりがあった。以下、r日本語授業観察ノー ト」No.1とNo・2の中
か ら・いくつか、重要 と思われ る添削部分を紹介す る。
① 【展 開1と[学習 活動 】欄 の佐久間先生の添削 より
a・Tの発話を正 しく記 し、教室用語として自分も使 うこと。
b.TはSに 対 し、どういう表現で質問をしたか。
c.Tが どのようにしてr練 習』に入ったのかを記すこと。
d・Tが どのようにr問1」 か らr問2」 へ と移 ったか。
e.Tが どういう指示を して、[例文]に 切 り替えたか。
a・bは 、教師のr教室用語」に注意を喚起している。r教室用語」とは、教師が教室運
営上・自らの発話をコン トロール し、意図的に用いる用語や表現である。例えば、'r日本語
文法6A」 では、rどうしてですか、Slさ ん。」、r次は、2番 の問題を、S2さ ん」 とい
うよ うに・学習者の指名は、必ず質問や指示の後になされ る。 もし質問 より先に指名す る
と・指名されなかった他の学習者が緊張感 を失い、思考を停止 して しまうおそれがあ るか
らである・指名を最後にす るこ とにより、全ての学習者が自主的に考える機会を確保 して





②[所 見】欄 の記述に関する添削よ り(筆者の記述と、それに対する添肖llを矢印0)後に太字で示す.)
a.Tは、Sが例文の内容を正確に把握 しているか どうか、質問によって確認 している。
艸(正確に把握するとは、)具体的に どういうことか。
Tはどんな質問をしているか。指名順や指名方法はどうか。
b.発言者は大きな声で発言 し、他の学習者はその発言を聞き取るよ うに促 している。
これは学習者一人一人に集中 して授業に参加 させるためである.
→それだけではな く、S同 士の双方向のコミュニケーシ ョンをさせる工夫である。
c.Tは、Sに 、例文を読む際、感情 を込 めるように注意 している。感情 を込 めること
で、例文のr場 面」 をリアルに捉えさせる効果がある。
→それだけでな く、音声表現 としても正 しい発話の型を身につけさせ る目的がある。
②rl所見1欄の記述に関する添削」では、教師の用いる具体的なス トラテ ジーに目を
向けさせ(a)、ス トラテジーの意味が明示 されている(b.C.)。
このよ うな教師のス トラテジーに倣 うこ とにより、未熟な院生による実習授業であっ
ても、学習者が 日頃慣れ親 しんだ授業方法をとり、学習者に余計な負担をかけずに済む.
も う一っ、教案作成の過程で非常に有効だったのは、佐久間(1995)σ)r5分問ユニ ッ
ト(注)」とい う方法論である。 これ はr5分 刻みの授業展開で学習活動や学習項目をく
みたててい く教案の書き方」で、実際に用いた結果、教案作成時のみならず、参与観察
で授業展開を把握 したり、模擬授業で時間調整を行った りす る際にも右効であった。こ
のr5分 間ユニ ット」を用いた実践報告 として、大工原(2004)をご参照いただきたい。
3.教案作成碗 教師の発間一
教案作成における最 免)大きな問題 は、学習者の機能文型にっいての理解を導 く適切な発
問 を用意することである。r授業にお ける教師の発問の位置づけ」については、國府(2005〉
で既に考察されてお り、その重要性については、実習授業の体験により、筆者 も実感 して
い る。発問の難 しさは、時間的な制約の中で、学習者の理解を導き出さなければな らない
ことにある。20分間で1文 型を学習す るとなると、1つ の例文 ・問題 に対 して、発問は3
つ までが限度である。2、3の 発問で、文型についてσ)学習者の正 しい理解 を導 くには、
有効な発問を事前に吟味してお く必要がある。
以下、筆者が発問を作るのに最 も苦心 した[例文37唖1を取 り上げ、佐久間先生のご指導
により検討を重ねた教案No.4～最終教案(No.7)を資料 とし、発問の しかたの変化をた ど
り、教師の適切な発問とはどのよ うなものなのかにっいて考察する。
37・1環境 問題 【を中心に】、各 自の興味のあるテーマについて、 レポー トを
まとめた。(『 日本語文法61』p.73[例文D
この例文の難 しい点は、2通 りの解釈ができることである。r環境問題の中の小 さな問
題 にっいて レポー トを書いた。」 とい う解釈 と、r世界に存在する種々な問題0)中か ら、環
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境問題 を中心に レポー トを書いた。」とい う解釈である。前者の解釈で、温暖化や森林破壊
の レポー トを書いた と考える人が多いかもしれないが、「特に大切な話題を中心に取 り上げ








この人は、どんな問題について レポー トを書いたのでしょう。S1さ ん。
環境問題について書きま した。






2Tは 、他の問題が存在す るとい う解釈 を導 く発問 として考えたが、 「環境問題 につい
てだけ書いたんで しょうか。」 とい う発問は、rそうではない」 というニュアンスを含んで
お り・Sをr他 の問題について も書いた」とい う答 えに安易に誘導することになる。また、
4Tは 、「話題の中心」について確認するための解説であるが、不要との指摘を受けた。文
型の機能 についての理解は、Tの 解説 に.にってではなく、Tの 発悶に対 して答えようとす









この人は、 どんな問題につ いて、 レポー トを害いたのでしょう。S1さ ん。
環境問題について菩きま した。




この人はr都 市開発問題』についても書きま したが、その中で、特にr環 境問
題』について レポー トを書 いたんですね。このように、r～を中心に』はr話 題』
の中心 も表すことができます。
1Tは どんな内容の レポー トを書いたかを聞くとよい、また、4Tは 省くとい うご指導
を受けた。4Tで は教師による解説 を付加 している。さらに、r環境問題」と他σ)問題(教
育闘題 、健康問題、国際問題 など)の 文字カー ドを用いる案を指示された。 カー ドの使用
方法 と発問の順番を考えなが ら、解説などのTの 無駄な発話 を省くよう心がけた。
匪 麩](獺N・7)




2丁 例 えぱ、どんな内容で したか。S2さ ん。
S2ゴ ミ問題です。















最終教案では、まず、レポー トの内容を砿認 し、環境問題の他 にもレポー トの課題があ
ったか どうかを確認す るという流れを考えた。教案No.4のr環境 問題にっいてだけ書い
たんで しょうか。」とい う、Sの 「そうではない」とい う答 えを誘導す る発問に比ぺて、3
Tの方は、シンプルな問いかけになっている。 また、教案No.5のr他には考えられ ます
か」 とい う発問に比べると、3Tの 方は、具体的でわか りやすい発問になっている。
以上、1例文37-11の発問の変化を追 うことによって明 らかになった、教師の適切な発問
についてまとめてお く。
① 教師の発問は、機能文型についてσ.)学習者の理解を促 した り、理解を確認 した りす
るた亙)になされるものであ る。
② 発問には、できるだけ簡潔で、学習者にわか りやす い既習の文型や語句グ)表現 を用
いる.
③ 発問を決定する際は、学習者に何を理解 させたいのか、到達 目標を明確に設定 して、
そこまでの過程を考える。
④ 教師の発問を契機に、学習者 自らが考え、解答することにより、双方向ヴ)コミュニ
ケーションが生まれ る。文法の 「機能」の理解は、その コミュニケー ションび)中に
おいて進 められるものであり、教師の一方的 な解説は絶対に避けるべ きである。
4.実 習授業 に向けての模擬授業
2005年度春学期のr日 本語教育実践研究(6〉」の受講者は4名 で、 日本語教師歴のあ
る遠藤直子 さん以外に、留学生の安 明姫 さん、小林友美 さん、そして筆者σ)3名は未経験
者であった。実習授業では、機能文型No,36～39を1文型ずつ担当し、1コ マ90分 間の
授業を、4人 で分担 した。出欠確認をする最初の担 当者 と、前の週び)宿題を回収する最後
の担当者は25分問ずつで、他の2人 は20分問ずつとい う時間配分だった.
文型No.36～39は、いずれもr話題」の取 り上げ方の表現の ヴァリエーションであるが、
自分の文型だけでな く、他の実習生の文型 も考慮 して、授叢を組み立てる必要があった。
教案が徐々にま とまってきた第9週 目か ら模擬授業を開始 し、佐久問先生σ)ご指導の も
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と、実際 と同 じ教室で行った2度 の模擬授業に加 え、空き教室を利用 して、院生だけの自
主 トレーニングを週に2回 のぺ一スで行った。第1回 冒の模擬授業では、学習者役に修士
課程8期 生の伊能裕晃さんが加わって、各自、前半10分 問の授業を行 った。教案では、
前半10分 問で【例文】と[デー タベースの実例]を行 うことになっていたが、この ときは・5
つある例文の4つ 目をしている最中に、時間になって しまった。その原因は、授業の流れ
が完全に頭に入 っていなかったことと、いつ もとは違 うメンバーが加わったため、予想外
の答えに対応 できなかったことである。教案は、授業を展開するための重要なプランだが、
実際に教壇に立ったら、教師は学習者 と向き合い、学習者の発話に臨機応変に対応してい
かなければな らないことを実感 した。その後の模擬授業や 自主 トレーニ ングでは、予想外
の答えに も対応できるように、学習者役は互いにrお 決ま りの解答」を しないように心が
けた。筆者は、全体的に声が小 さく、教室の後方の壁に声をぶつけるよ うに発声するとよ
い とのア ドバイスをいただいた。また、Sの 解答に対 して安易に 「そ うですね。」と同意表
示の発話で受 けて しまうことが多かったため、正 しい場合にのみrそ うですね.」を用いる
よ うにす るなど、教師 として適切 な発声や発話 についても、ご指導いただいた。
5.実習授業
5.1実 習授業の分析と反省
院 生による実習授業は、7月1日3時 限 目σ)r日本語文法6A」 σ)クラスで行われた。
まず、筆者 自身の実習授業について振 り返る。筆者の担 当は、機能文型37r～ を中心1に
(して)、1として、ノとした}～」で、時間は13:25～13:45の20分間であった。
最初の遠藤 さんの授業が終わる約1分 前に教室の前に出て、板書を消 し、文型カー ドを
貼 っておいた。出てい くタイ ミングや授業後の退出方法な どについては、入念に打 ち合わ
せ を していたので、スムーズに交代できた。発問に対する学習者の反応もよ く、院生に対
して とても協力的であるよ うに感 じられた。遠藤 さんが学習者の緊張感を解き、よい雰囲
気 を作ってくれていたので、そのまま次の担 当者に繋ごうという気持ちで授業 に臨んだ。
教室の後方では、残 り時間や声の大きさ、スピー ドに関する佐久問先生のご指示を、博
士課程1期 生の朴 恵煤さんがカー ドで示 して くださった。授業開始直後に、「Tゆっくり」
とい う指示が出たので、発話 を遅 くしたっもりだったが、後 日ビデオで確認すると、かな
りの早 口で、そのまま最後まで授業を行 っていた ことがわか り、我なが ら驚いた。筆者に
とって、発話のコン トロールは今後の課題 となっている。
時間配分 については、「5分間ユニ ッ ト』を意識 して気をつけていたが、[例文37-11で
立て続 けに学習者から質問が出て、例文に予定0)倍の時間を要 して しまった。そのため、[デ
ータベ ースの実例】を簡潔に済ませて、[練習]の問1へ と進んだ。問2に 入る時点で、次の
担当者が準備を始めていたので、2問 す る予定を1問 だけで済ませ ようとしたが、残 り1
分 とい う指示を見て、rがんばって あとも う1問 しましょう。」 と呼びかけて、2問 目まで
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した。結果的に2分 ほ どオーバー して しまったことは反省 しなければな らないが、予定 し
た学習項 目をすべて行えたことに関 しては、よかった と思 う。
発話のス ピー ドのよ うに、 自分の実習授業のビデオを見て、初めて気づいた反省、匿,景は多
い。佐久間先生から、発問 した後 で、す ぐに手元の教科書に視線を移 して しまっていると
のご指摘 をいただいた。次の対応 を、学習者が解答をする問に考えていたため、指名 した
後に学習者の顔を見続けていることができなかった。筆者が不安感か らとって しまった行




し、理解 しようとしている証 しである。そのような学習者の意欲に対 して、当然、教師は
適切に応 じなけれぱならない。 このような力を培 うことも、今後の大きな課題 となった。
5.2反 省会一他 の実習生の授業 について一
(1)遠藤直子 さんの授業[担 当1文型No.36r～なんか/なんて/な ど、～」1
唯一、 日本語教師経験の濠)る遠藤 さんは、明るい笑顔で学習者に接 し、非常に落ち着い
ていて、安心感 があった.教 材研究を入念にされていた分、機能文型のポイン トを抑えた
分か りやすい授業だった。予定 していなかった 「日本語能力試験」を例に、「なんか」と 「な
んてユの違いを提示するなど、臨機応変な対応が見られた、 当日は、教室の前後にビデオ
カメラが設置 され、教室の雰囲気が普段 とは大分異なってお り、最初は緊張σ)色を見せて
いた学習者が、遠藤 さんの明るさによって次第に落ち着き、集中 してい くのがわかった。
佐久間先生か らは、声の小さな学習者に対 して教師が近づいてい くなど、教壇を離れて、
積極的に生徒 と対面する態度が高 く評価されていた.
(2)小林友美 さんの授業[担 当:文型No.38r～から{いうと/い えば1、～」]
小林 さんは、とても落ち着いていて、時間通 りに全ての学習活動 を終えることができた。
緊張 したせいか、例文の範読を忘れ るとい うミスがあったが、ミスに気づいても動揺せず、




極的に協力 していた。佐久間先生か ら、声のコン トロールや質問に対する対処の仕方につ
いては、筆者 と同様、経験を積むことによって、これから徐 々に身につけていけばよい と
い うご助言があった。
(3)安 明姫 さんの授業[担 当=文 型No・3gr～として(は/も)、/～ としての ～」]
中国語話者である安さんは、それ を感 じさせないほど、 自然で明瞭な日本語で授業 を行
っていた。発問の仕方も明確で、授業にメリハ リがあ り、とてもエネルギッシュな先生 と
一115一
い う印象を受けた。最後の担当者 とい うことで、学習者も疲れていたにもかかわらず、安
さんの惹き付けるカによって、クラスが活性化され、学習者の声が一番 よく出ていた。た
だ、練習の問2で は、学習者の質問の意図を理解できなかった場面があり、やは り今後は、
学習者の質問の意図を汲み取 る力を培っていく必要があるだろ う。佐久問先生か らは、学
習者の気持ちを理解できる安 さんならではの授業だった とい う評価があった。
6.おわ りに一r日 本語実践研究(6)』 で学んだこと一
「日本語文法6Aゴ は、筆者が初めて体験 した 日本語教育の現場であった。文型を一方
的に詰め込むだけの文法教育 とは異な り、例文の表現主体や場面を想像 させ、コミュニケ
ー ション機能の観点から文型を学ぶ とい う教育方法は、新鮮で、魅力的だった。
教材研究や授業見学 ノー ト、実習教案の作成などの活動 を通 して、授業の組み立て方や
教室活動を展開する教師のス トラテジーについて学んだ。 また、実習授業か らは、実際に
経験 してみ・なければわか らない多くのものを得ることができた。学習者とのや りとりを楽
しむ余裕 こそなか ったが、「日本語文法6A」 の参与観察中や授業前後の休み時間の中での
交 流を通 じて、教師 と学習者とい う立場に立った としても、根本にあるもび)は、人と人の
コミュニケーシ ョンなのだと感 じた。
実習授業を行 う際び)佐久問先生の注意の中で、とても印象的だったことがあ る.それは
r1分でも早く授業を終わってはいけない」 とい うことだ。人と人σ)コミュニケーシ ョン
なのだか ら、教案 に頼 りすぎず、学習者 とのや りとりを楽 しみ、そこから授業 を作 り上げ
ていくことは大切だ。 しか し、ただや りとりを楽 しむだけで、教師 としての責任感やプ ロ




r5分間ユニ ッ ト」の詳細については 、佐 久間(1995)pp.96・98を参照の こと、
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7月1日(金)4時限 日本語文法6A 撚 担当者 『日本 語文法 飢 』P,73～74
(2) [22・511】 伊藤 実希子 機能文型No.6-37
練習 くP,37〉
学習事項 6.1話題(提 題} 目標
文 型6-37. 機能文型6-37の 「～ を中心に(して)」の、極々の調査や事実の中か ら、特に
～を巾 耐 に(して)、 大切だと思われる話題だけを取り上げるという言い方を理解させ、練習問題を
/として、/とした}～ 通じて身につけて、適切に表現できるようになる。
時間 展開 学習活動 文型 ・語句 教材 ・教具
13=25翻 機能文型37の提示 文型 カー ド
ユニツ ト ① 「何々を中心に して」はどんなときに言いますか。 P73
① ② どんなふうに話題を取り上げる時に言いますか。 板書
[関連1 東庚都を中心にゴミ問題が深刻化している。 場所(空間》 ①74)
(37-6)① どこでゴミ問題が大変になっているんですか。 入(脚
ヌ』m目 」 ナ 一"、







① この人 は、どんな レポー トを書いたんで しょうカ㌔ 畿





① これ は、どんな ときに言ってい るの で しょ うか 、
② そ札では、この先生は,今寧期はどんな講義をなさるん『e†か。
③ 特に、い!抑FI鍬のことで しょう親
37-3 3.この報告書は、早大の学生に対するアンケー ト調査の結果を巾 「～を中心 に して、 矧 二1・1







③ 目次の 「生活濫 陶 のところには、どんな内容が書かれています醜






13=30 37-5 5、最近、「ら抜き言葉』を中心とした日本語の乱れについて書かれ 「～を 中心 とした 、
ユ ニ ット た面白い論文を読みました。 、 」





一 『 一 ③__「ら抜さ言匪Lとビ ユ辺肱_と腔 暫1型 帥ム_________一 一 一 鳥 一 一
L3=31 デ ー タベ ー (1)東急ハンズ渋谷店で、キッチン用品を巾心に、どんな製品が売 ・東急 ・ンズ P73







13=35躍 1.レポー トでは 、(新卒の学生 の就職 率1を 中心 にして、調べた結 ・就脈 率 R37









1-3 3.夏目漱石の作i品を中心に、(日本の近代文学)について研究する ・夏 目漱 石 五千円枢親
つ もりだ。 ・近代 文学
團 ・新 しい五千円札
①s5さ んは、どんな研究をす るつもりなんです 翫 ・樋 ロー 葉
② 夏 目漱石 とい うのは、どん な人ですか。
③1軟 石の他に、 どんな近 代文学 の1乍家を知っていますか。
1-4 4(早稲田大学)を中心に、大学生を対象としたアンケート調査を
した ら、(浸業の満足度)が 明 ら力斗こな った。
①S9さ んは、 どんなこ とを調査 しま したか。
② どのように して調べま したか。
1-5 5、本 日の会議 では、(細侵化0)予附 を中心 として、主な対策 を検 ・温暖 化
討することにいたします。
團
① この会議では,ど んな こ とを枢談寸'るんてづ「か、
② 例えば,それはどん撫 撮 でしよう瓶
■3;40練習 ジョンさんは、苦手な文法を中心に、徽科書をもう一度読ルで P37
ユ ニ ッ ト 圃 凱
④ 2-1 國
① ジョンさノ)は、 どんな勉強 を したルです瓜





③ それは 、ど うして ですか、S・匹さん.




② そ相 蒲 に、乏・んな映画でしょうか.
13=45授業終了 小林先生に引き継く㌔
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